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１．第 7回 大阪府河川周辺地域の環境保全等審議会 議事要旨 

開催日時 平成 27年 9月 28日（月) 15:30～17:30 

開催場所 大阪府安威川ダム建設事務所 ５階 大会議室 

出席者 
神田委員、角委員、高柳委員、田中委員、栃本委員、平松委員、森下委員、○養父会長、
山﨑委員 計９名（欠席：平井委員） 
（○：会長、敬称略、五十音順）  

概   要 ： 【以下、○委員、●事務局】 

安威川ダム環境調査及び保全等の実施計画、「安威川ダム自然環境保全対策実行計画（案）[平成 21

年版]」の更新方針について審議した。 

 

【資料１】「議事要旨」 
 ・第 6 回大阪府河川周辺地域の環境保全等審議会の議事要旨について、オオサンショウウオに関する

発言内容に関し一部修正意見を頂いた。 

  

【資料２】「今年度の調査、保全等の実施計画について」 
 ・資料２についての委員の主な発言は以下のとおり。 

○        に生息する個体は保全するのか。   を含めて、今後、生息する場所が残

されるのか確認すべき。 

 

●代償措置として、   が    に利用されるのであれば検討する。 

 

○洪水時の水質はどの程度チェックしているのか。また、工事中の濁水の評価を雨天時含めて

対応するのか整理すべき。 

 

●自動観測を来年度から実施する予定である。具体的な内容は今後検討する。 

 

○窒素、リンの状況を見ると、ダム湖の富栄養化が想定される。対策は検討しているか。 

 

●今後、水質シミュレーションを実施し、具体の検討を行う。 

 

○環境改善放流と水質のシミュレーションは相互に関係する。急激なドローダウンでは水温、

濁質の変化の可能性があり、チェックは必要。水質見合いで放流量の調整等は検討している

のか。 

 

●放流量は安全性と環境改善のための必要量から検討している。放流は固定で行う。 

 

○環境改善放流時の水温見合い等の放流量調整等は困難。コンジットゲートからの固定放流を

想定している。 

 

○環境改善の長期的な取組について、工事段階から検討が必要である。 

 

○工事段階におけるワークショップ等の成果の蓄積及び更新、フォローアップが重要である。 

 

●茨木市と連携しながら進めたい。 

 

 

 

 

 

 

○数年前に多くの個体数が生息していたドンコ、イトモロコが大きく減少した印象を受ける。

また、ズナガニゴイは平成 12 年頃多かったが、確認されなくなった。 

 

●大きな出水で流れが変わった可能性がある。また、水際の抽水植物が減少していると考えら

れる。採石場からの濁りは数年前に比べ改善されているように感じている。 

 

 

 

 

 

○産卵床の環境を記録、蓄積し、保全の検討を進めるべきである。 

 

 

 

 

 

 

○アオマツムシの保全対象からの除外は、外来種という観点から妥当である。 

 

【資料３】「「安威川ダム自然環境保全対策実行計画（案）[平成 21年版]」の更新方針につ

いて」 
 ・資料３についての委員の主な発言は以下のとおり。 

 

○実行計画について、新たな委員に詳細な説明が必要である。また、工事中の対応のフォロー

アップが重要である。 

 

○これまでは予測の段階であったが、現時点は工事中のモニタリング段階であり、モニタリン

グ結果の対外的な報告が必要である。 

 

○5 年前のアセス段階から環境基準等も変化しており、今後、底層の DO も対象となる。 

 

○下流の維持流量の検討に当たり、底層の DO が問題に上がっている。安威川においても、汽

水域からの塩水くさびの影響が問題になる可能性があり、留意が必要である。 

 

 

以   上  

 

 

 

貴重種保護の観点から非公表とします。 

 

貴重種保護の観点から非公表とします。 

 

貴重種保護の観点から非公表とします。 






